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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 - i - ＪＴ－Ｉ２５６ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

本標準は、１９９２年８月に加速勧告化手続きにより承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５６（Ｉ．２５６．

３）および１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認された 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５６（Ｉ．２５６．２ａ，Ｉ．２５６．２ｂ，Ｉ．２５６．２ｃ）に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 上記国際勧告より削除した項目 

な し 

 

2.4 その他 

(1) ＩＴＵ－Ｔ勧告との章立て構成比較表 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

Ｉ. ２５６. ２ 

Ｉ. ２５６. ３ 

〔Ⅱ〕 

〔Ⅲ〕 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 元年 ４月２８日 制 定 

第２版 

 

 

 

平成 ５年 ４月２７日 

 

 

 

１９９２年８月に加速勧告化手続きにより承認さ

れたＩＴＵ－Ｔ勧告 I.256.3 に対応する標準を追

加する。 

第３版 

 

 

 

 

平成 ６年 ４月２７日 

 

 

 

 

１９９３年３月の世界電気通信標準化会議

（WTSC-93)において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告 

I.256.2a, I.256.2b, I.256.2c の改版に対応する標準を

改版する。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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概　要

この標準の目的は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０で与える手段を用いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０で規

定された方法のステージ１のサービス記述を提供することである。

付加サービスは、文章による定義と説明（ステップ 1.1）および動的記述（ステップ 1.3）により記述す

る。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１４０で規定される属性による記述法の本標準への適用は、今後の検討課題であ

る。

このＴＴＣ標準は、次の課金付加サービスを記述する。

ＪＴ－Ｉ２５６　〔Ⅱ〕課金情報通知（ＡＯＣ）

ＪＴ－Ｉ２５６　〔Ⅲ〕着信課金（ＲＥＶ）
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〔Ⅱ〕課金情報通知

〔Ⅱ〕－ａ　呼設定時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｓ）

１．定　義

呼設定時の課金情報通知サービス（ＡＯＣ－Ｓ）は、呼設定時における課金方法に関する情報をユーザ

に提供するサービスである。課金方法に変更がある場合には通信中でも通知される。

２．解　説

ＡＯＣ－Ｓサービスは、基本アクセスと一次群アクセスとに適用される。

ＡＯＣ－Ｓサービスは、サービス対象ユーザに対して呼設定時の課金方法に関する情報を提供する。

サービス対象ユーザは、課金方法に変更がある場合、その情報が通信中でも通知される。これらの情報は

全ての呼に対して、または呼毎に、通知される。その情報は、サービス対象ユーザが加入している網の課

金に関する情報のみである。

2.1　課金情報の構成と内容

1)　課金情報の種別

－課金方法に関する情報

2)　課金項目

次の種類の課金項目がある。呼の課金情報を提供する場合は、次の課金項目のどれかが適用される。

注１）網提供者は自網の課金機能に合致した課金項目を使用する。ただし、網によっては、これらの

課金項目のどれか、またはその組み合わせの情報をユーザに通知できる場合と、できない場合

がある。それぞれの網は、同一の呼に対して、それぞれの方法で、課金情報をユーザに提供す

る。

－基本通信

この課金項目は、基本通信に適用される課金方法を示す。

課金方法が変更になった場合、その情報がサービス対象ユーザに通知される。

－発呼

この課金項目は、着信ユーザがその呼を受け付ける前の発呼要求に対する料金を示す。

－呼の設定

この課金項目は、呼が受け付けられた後の着信ユーザへのコネクションに対して適用される料金

を示す。

－特別課金契約

この課金項目は、ある呼に対する特別な課金契約が成されていることを示す。

注２）この課金項目の使用に関してはこの標準の範囲外である。その使用に関しては、網運用者と

ユーザとの間の取り決めによる。

－ユーザ・ユーザ情報転送

この課金項目は、ユーザ・ユーザ情報転送に対して適用される課金方法を示す。

課金方法が変更になった場合、その情報がサービス対象ユーザに通知される。
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－付加サービスの動作または特別サービス

この課金項目は、付加サービスの動作または特別サービスが要求された場合に適用される課金方

法を示す。

3)　課金方法

次の各課金方法は、上述の各課金項目と関連している。その詳細は、２．２参照。

a)　時間従量制

この課金方法は、特定の単位時間に対する料金と単位時間の長さを示す。

－単位時間あたりの料金と単位時間

付加情報としては次のものがある。

－通貨識別子

－金額（整数と乗数（注６参照））

－単位時間の長さ（整数と尺度（注４参照））

－課金の種別（単位課金または継続課金）

－オプション：粒度（整数と尺度（注４参照））

これは、網での課金計算に適用される単位時間を示す。

注３）この課金方法を表現するための各種パラメータは、単位課金と継続課金に関して準備されてい

る。網運用者は単位課金または継続課金のどちらかの方法を使って、そのパラメータの値を設

定する。

b)　特殊課金制

－　無料

これは呼に適用される課金項目に対して、そのサービス対象ユーザに全く課金しないことを示

す。

－　定額制（１イベント毎に一定料金）

これは１イベント毎に一定料金で課金することを示す。

付加情報としては次のものがある。

－　通貨識別子

－　金額（整数と乗数（注６参照））

－　特別課金コードＮ

これは課金アルゴリズムを識別するためのコードを示す。

付加情報としては次のものがある。

－Ｎ（１から１０までの整数）

－　利用不可

これは課金方法が現在利用できないことを示す。網は課金方法が利用できない理由を通知する

必要はない。
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c)　通信量制

この課金方法は、特定の単位通信量に対する料金と単位通信量を示す。

－　単位通信量あたりの料金と単位通信量

付加情報としては次のものがある。

－　通貨識別子

－　金額（整数と乗数（注６参照））

－　単位通信量の種別（注５参照）

－　オプション：課金の種別（単位課金または継続課金）

注４）単位時間を表す尺度としては、次のどれかを使用する：０．０１秒，０．１秒，１秒，１０秒，

１分，１時間，または２４時間。

注５）単位通信量を表す尺度としては、次のどれかを使用する：ユーザ・ユーザ情報の量を表すもの

としてオクテット，セグメント，またはメッセージ。

注６）乗数としては、次のどれかを使用する：０．００１，０．０１，０．１，１， １０，１００，

または１０００。

2.2　課金情報の適用

課金情報は金額単位、または特別課金契約として提供される。

2.2.1　金額単位の課金情報

課金項目が「基本通信」の場合、この項目は以下に示す課金方法のどれか１つと関係する。

－　単位時間あたりの料金と単位時間

－　定額制（１イベント毎に一定料金）

－　無料

－　特別課金コード

－　利用不可

「発呼」および「呼の設定」の課金項目はサービス対象ユーザへ通知される最初の課金情報のみに適用

される。課金項目が「発呼」および「呼の設定」の場合、これらの項目は以下に示す課金方法のどれか１

つと関係する。

－　定額制（１イベント毎に一定料金）

－　無料

－　特別課金コード

－　利用不可

サービス対象ユーザが特別サービスまたは付加サービスを要求した場合のみ課金項目として「付加サー

ビスの動作または特別サービス」が適用される。課金項目が「付加サービスの動作または特別サービス」

の場合、この項目は以下に示す課金方法のどれか１つと関係する。

－　単位時間あたりの料金と単位時間

－　定額制（１イベント毎に一定の料金）

－　無料

－　特別課金コード

－　利用不可
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サービス対象ユーザがユーザ・ユーザ情報転送サービスを要求した場合のみ課金項目として「ユーザ・

ユーザ情報転送」が適用される。課金項目が「ユーザ・ユーザ情報転送」の場合、この項目は以下に示す

課金方法のどれか１つと関係する。

－　単位通信量あたりの料金と単位通信量

－　無料

－　特別課金コード

－　利用不可

課金項目が指定されてない場合は、デフォルト値を「無料」とする。

2.2.2　特別課金契約としての課金情報

「特別課金契約」に関係する課金方法は「特別課金コードＮ」の値を有する。課金項目が「特別課金契

約」の場合、その他の課金項目はいっさい適用されない。

2.3　特殊用語

サービス対象ユーザ ：課金情報の提供を要求しているＩＳＤＮユーザ

ＡＯＣ－Ｓ ：呼設定時の課金情報通知

2.4　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

この付加サービスはすべての回線交換テレコミュニケーションサービスに適用される。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

ＡＯＣ－Ｓサービスは加入申込みに基づいて提供されるか、または加入申込み無しで一般的に利用可能

である。ＡＯＣ－Ｓサービスには１つの加入契約オプションが提供され、１つの値のみが選択可能である。

加入契約オプション 値

サービスの活性 すべての呼に対し自動的に行う

呼毎に行う

サービスの取消は加入者の要求、またはサービス提供者の理由により行われる。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

ＡＯＣ－Ｓサービスの活性はすべての呼に対してサービス提供時に行われるが、呼毎に活性化を行うこ

とも可能である。呼毎の活性は呼を要求する際に行われる。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

網は呼設定の間に課金情報を提供し、遅くとも着信ユーザが呼を受け入れた時には発信ユーザに情報を

通知する。

呼が通信中の間に課金方法が変更になった場合に、網はその呼に適用される新しい課金方法に関する情

報を通知する。

呼が無料の場合または通信中フェーズで無料になった場合（例えば着信課金の場合）には、無料表示が

通知される。
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3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

適用されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

呼に関連する課金情報が利用不可の場合、特殊課金制を「利用不可」としてサービス対象ユーザに通知

する。

3.4　代替手順

規定されない。

４．課金のための網機能

課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

ＡＯＣ－Ｓサービスは、公衆または私設のＩＳＤＮ網間インタフェースを通じて提供される。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.2　コールトランスファ

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.3　接続先番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.8　会議通話

a)　会議主導者：

1)　空き状態からの会議通話サービスの起動：

会議主導者は、会議通話サービスの起動と同時にＡＯＣ－Ｓサービスを活性化することができる。

会議主導者は、会議通話に対する課金方法が変更された場合には、会議通話全体に対する最新の課

金方法に関する情報が通知される（会議通話全体の課金方法を示す１つの課金情報が通知される）。

2)　通信中の呼からの会議通話サービスの起動：

ＡＯＣ－Ｓサービスが最初の呼に対して活性化されていた場合、会議通話に対しても自動的に活

性化される。

ＡＯＣ－Ｓサービスが最初の呼に対して活性化されていない場合、会議主導者は会議通話サービ

スの起動と同時にＡＯＣ－Ｓサービスを活性化することができる。

3)　会議通話への呼の追加：

会議主導者と会議通話に参加していない会議参加予定者との間の呼に対しては、ＡＯＣ－Ｓサー

ビスの通常手順が適用される。ＡＯＣ－Ｓサービスが活性化された呼が会議に追加された場合、追

加された呼に対して課金方法に関する情報は通知されない。

注１）新たな会議参加者との通信に対する課金方法に関する情報は、会議に対する課金方法に関する

情報の一部と見なされる。

4)　１ユーザとのプライベート通信の設定：

この場合のプライベート通信は、会議主導者と個別のユーザの間との新しい呼と見なされる。そ

の会議通話に対してＡＯＣ－Ｓサービスが活性化されている場合、プライベート通信が確立された

時に、新しい呼に対しても自動的に活性化される。

5)　会議の終了：

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6)　会議上でのその他の動作：

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

注２）網によっては、ＡＯＣ－Ｓサービスを会議通話サービスと共には提供していない場合がある。

または、情報の一部のみを提供する場合がある（例えば、会議通話サービスの課金がオフライ

ン処理による場合）。この場合、会議通話サービス起動中にＡＯＣ－Ｓを活性化すると、ＡＯ

Ｃ－Ｓサービスの利用不可の表示が通知される。

b)　会議の参加者：

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.2　無応答時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.3　無条件着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.4　呼毎着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.11　代　表

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.12　三者通話

サービス対象ユーザは自分が設定した双方の呼に対する課金方法について通知される。

三者通話サービスの利用に対する課金 ：網オプションとして、課金情報がサービス対象ユーザに通知さ

れる。

注）ただし、網によっては課金情報を通知することができない場合がある。例えば課金のオフライン処

理による場合である。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.14　複数加入者番号

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保留

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.16　課金情報通知

6.16.1　呼設定時の課金情報通知

適用されない。

6.16.2　通信中の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16.3　呼終了時の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.17　優先割り込み

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.18　優先

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.19　悪意呼通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.20　発信規制

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.21　着信課金

着信課金のケースａおよびｄ ：着信課金が呼設定時に着信ユーザに受け入れられた場合、この呼に関す

る課金情報通知が着信ユーザに提供される。発信ユーザには「無料」表

示が通知される。

着信課金のケースｂおよびｃ ：着信課金が呼の通信中フェーズで着信ユーザに受け入れられた場合、着

信課金が受け入れられた後では課金方法の変更が着信ユーザに通知され

る。

発信ユーザには着信ユーザが着信課金を受け入れた時に「無料」表示が

通知される。

注１）着信課金ケースｃの場合、着信ユーザには着信課金の受け入れる以前の呼に適用された課金方法

は通知されない。

注２）課金情報通知の情報は、着信ユーザが加入契約オプションを「すべての呼に対して自動的」に設

定してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。

6.22　サブアドレス

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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７．動的記述

本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ａと図７－２／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ａ

に示す。

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ａ　課金情報－呼設定時の課金方法の要求

(ITU-T　I.256.2a)

空　き

課金方法の要求

を含む呼要求

課金情報通知

に加入契約？

課金情報あり

の呼設定

NO

YES

課金情報なし

の呼設定

通信中
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図７－２／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ａ　課金情報－通信中での課金方法の変更

(ITU-T  I.256.2a)

通信中

NO

YES

課金情報通知

に加入契約？

課金情報

課金方法の変更

通信中
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〔Ⅱ〕－ｂ　通信中の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｄ）

１．定　義

通信中の課金情報通知サービス（ＡＯＣ－Ｄ）は、通信中の課金記録情報をユーザに提供するサービス

である。

２．解　説

ＡＯＣ－Ｄサービスは、基本アクセスと一次群アクセスとに適用される。

ＡＯＣ－Ｄサービスは、サービス対象ユーザに対して、通信中の累計課金情報を提供する。これらの情

報は全ての呼に対して、または呼毎に、通知される。その課金情報は、サービス対象ユーザが加入してい

る網の課金に関する情報のみである。

2.1　課金情報の構成と内容

1)　課金情報の種別

－　小計課金

この課金情報は、その時までの呼に対する課金の記録である。この情報は通信中にサービス対象

ユーザに通知される。

－　合計課金

この課金情報は、その呼に対する課金の記録である。この情報は呼が終了した時点で、サービス

対象ユーザに通知される。

注１）網によっては、他の付加サービスの利用により生じた課金情報を含めて通知する場合がある。

2)　課金記録

次の課金記録のうちどれか１つだけが適用される。

－　度数の記録

この情報は、ある呼に対して発生した度数を示す。

付加情報としては次のものがある。

－　度数（整数）

－　オプション：度数単位の種別（注３参照）

注２）異なる種別の度数単位が適用される場合は、それぞれの度数単位毎にその度数が記録される。

－　金額の記録

この情報は、ある呼に対して課金される金額を示す。

付加情報としては次のものがある。

－　通貨識別子

－　金額（整数と乗数（注４参照））

－　無料

この情報は、その呼に対してサービス対象ユーザが課金されないことを示す。

－　利用不可

この情報は、この課金記録が利用不可であることを示す。網は利用できない理由を通知する必要

はない。
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注３）度数単位の種別は、１から１６までの間の整数で表される。各網提供者は、それらの数の使用

方法とその意味を明確にしなければならない。

注４）乗数としては、次のどれかを使用する：０．００１，０．０１，０．１，１，１０，１００，

または１０００。

3)　課金識別子

次の課金識別子のうちどれか１つを適用する。

－　通常課金

この課金識別子は、通常課金による課金であることを示す。

－　着信課金

この課金識別子は、着信課金による課金であることを示す。

－　クレジット・カード課金

この課金識別子は、クレジット・カード課金が適用されることを示す。

2.2　課金情報の適用

課金情報は金額単位、または度数単位で通知される。

「小計課金」は度数単位または金額単位で、または「無料表示」または「利用不可」の値で与えられ、

サービス対象ユーザに通知される。呼に適用される課金に必要な課金項目はすべて網羅される。

「合計課金」は度数単位または金額単位で、または「無料表示」または「利用不可」の値で与えられ、

サービス対象ユーザに通知される。「合計課金」の情報は呼の課金記録を示す。「合計課金」の情報は呼

が終了した時点でのみサービス対象ユーザに通知され、「小計課金」で網羅される同一の課金項目も含ま

れる。課金情報は課金識別子を伴う。「課金識別子」が指定されていない場合は、デフォルト値を「通常

課金」とする。

2.3　特殊用語

サービス対象ユーザ ：課金情報の提供を要求しているＩＳＤＮユーザ

ＡＯＣ－Ｄ ：通信中の課金情報通知

2.4　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

この付加サービスはすべての回線交換テレコミュニケーションサービスに適用される。
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３．手　順

3.1　サービス提供／取消

ＡＯＣ－Ｄサービスは加入申込みに基づいて提供されるか、または加入申込み無しで一般的に利用可能

である。ＡＯＣ－Ｄサービスには１つの加入契約オプションが提供され、１つの値のみが選択可能である。

加入契約オプション 値

サービスの活性 すべての呼に対し自動的に行う

呼毎に行う

注）ＡＯＣ－Ｄサービスが加入申込み無しで利用可能な場合、網が過負荷となることを防止するために

「呼毎に行う」の値がデフォルトとして使用される。

サービスの取消は加入者の要求、またはサービス提供者の理由により行われる。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

ＡＯＣ－Ｄサービスの活性はすべての呼に対してサービス提供時に行われるが、呼毎に活性化を行うこ

とも可能である。呼毎の活性は呼を要求する際に行われる。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

網は料金の加算が発生した時点で課金情報をサービス対象ユーザに送出する。ただし、課金情報を送出

する間隔はｔ秒以上に制限される。すなわち、課金情報送出後ｔ秒以内に加算が発生したとしても課金情

報はｔ秒後に送出される。ｔの値は網オプションである。

サービス対象ユーザにとって無料の呼の場合には、その旨が呼開始時に通知される。通信中にサービス

対象ユーザにとって呼が無料になった場合には、無料表示がその時点で通知される。無料表示は周期的に

繰り返して通知されることはない。

呼が終了した時点で呼に関連するすべての課金情報は、それが無料の呼であったとしても、サービス対

象ユーザに通知される。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

適用されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

呼に関連する課金情報が利用不可の場合は、その旨が呼開始時に一度だけ通知され、周期的に繰り返し

て通知されることはない。

3.4　代替手順

規定されない。
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４．課金のための網機能

課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

ＡＯＣ－Ｄサービスは、公衆または私設のＩＳＤＮ網間インタフェースを通じて提供される。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.2　コールトランスファ

呼が転送された場合、転送元ユーザはその呼には関与しないため、課金情報は通知されない。

6.3　接続先番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.8　会議通話

a)　会議主導者：

1)　空き状態からの会議通話サービスの起動：

　会議主導者が会議通話サービスの起動と同時にＡＯＣ－Ｄサービスを活性化する場合には、全会

議が終了するまでの間に会議全体に対する累計課金情報が通知される（全ての会議参加者に対する

小計を示す単一の課金情報のみ）。

2)　通信中の呼からの会議通話サービスの起動：

ＡＯＣ－Ｄサービスが最初の呼に対して活性化されていた場合、会議通話サービスが起動される

までの呼に対する累計課金が通知される。会議通話サービスが起動された後は、1)項と同様に会議全

体に対する累計課金情報が通知される。ただし、会議通話サービスが起動されるまでの呼に対する

課金を含んでいる。

ＡＯＣ－Ｄサービスが最初の呼に対して活性化されていない場合には、会議主導者は会議通話

サービスの起動と同時にＡＯＣ－Ｄサービスを活性化することができる。この時には、1)項と同様に

会議全体に対する累計課金情報が通知される。
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3)　会議通話への呼の追加：

会議主導者と会議通話に参加していない会議参加予定者との間の呼に対しては、ＡＯＣ－Ｄサー

ビスの通常手順が適用される。ＡＯＣ－Ｄサービスが活性化された呼が会議に追加された場合には、

会議に追加された時点で呼が終了したものとして課金情報が通知される。

注１）新たな会議参加者との通信で生じる課金は、会議に対する課金の一部と見なされる。

4)　１ユーザとのプライベート通信の設定：

この場合のプライベート通信は、会議主導者と個別ユーザとの間の新しい呼と見なされる。その

会議通話に対してＡＯＣ－Ｄサービスが活性化されている場合、プライベート通信が確立された時

に、新しい呼に対しても自動的に活性化される。

累計課金情報は、他のユーザとのプライベート通信の設定により、新しい呼が確立したとして会

議主導者に通知される。

5)　会議の終了

会議が終了し、ＡＯＣ－Ｄサービスが会議に対して活性化されている場合には、会議に対する全

ての課金が会議主導者に通知される。ＡＯＣ－Ｄサービスが通信中の呼に対して活性化され、通信

中の呼から会議通話サービスが起動された場合、課金情報は最初の呼に対する課金を含んでいる。

6)　会議上でのその他の動作

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

注２）網によっては、ＡＯＣ－Ｄサービスを会議通話サービスと共には提供していない場合がある。

または、情報の一部のみを提供する場合がある（例えば、会議通話サービスの課金がオフライ

ン処理による場合）。この場合、会議通話サービスの起動中にＡＯＣ－Ｄサービスを活性化す

ると、ＡＯＣ－Ｄサービスの利用不可の表示が通知される。

b)　会議の参加者：

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.2　無応答時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.3　無条件着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼は網で転送され、転送元ユーザはその呼に関係しない。このため課金情報は通知

されない。転送元ユーザは呼終了時の課金情報通知サービスを利用することができ

る。

6.10.4　呼毎着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼が転送され、転送元ユーザがその呼の転送された部分に対して課金される場合、

その課金情報は転送元ユーザに通知されない。

6.11　代表

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.12　三者通話

三者通話サービスにおけるそれぞれのコネクションに対する課金：

課金情報はＡＯＣ－Ｄサービスが活性化されているそれぞれの

呼に対して通知される。

三者通話サービスの利用に対する課金： 網オプションとして、課金情報がサービス対象ユーザに通知さ

れる。

注）ただし、網によっては課金情報を通知することができない場合がある。例えば課金のオフライン処

理による場合である。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.14　複数加入者番号

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

6.16.1　呼設定時の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16.2　通信中の課金情報通知

適用されない。

6.16.3　呼終了時の課金情報通知

ＡＯＣ－Ｄサービスと呼終了時の課金情報通知サービスの双方とも活性化された場合には、呼終了時の

課金情報通知サービスに関連した情報のみが、その呼の終了時に通知される。

6.17　優先割り込み

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.18　優先

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.19　悪意呼通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.20　発信規制

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.21　着信課金

着信課金のケースａおよびｄ ：着信課金が着信ユーザに受け入れられた場合、この呼に関する課金情報

通知が着信ユーザに提供される。発信ユーザには「無料」表示が通知さ

れる。

着信課金のケースｂ ：着信課金が着信ユーザに受け入れられた場合、その呼の残り部分に関す

る課金情報通知が着信ユーザに提供される。

着信課金のケースｃ ：着信ユーザに着信課金が受け入れられる以前の課金情報を着信ユーザへ

送出することができない場合には、着信課金が受け入れられた時に通信

中での課金情報サービスは適用できない旨の表示が着信ユーザに通知さ

れる。

注）課金情報通知の情報は、着信ユーザが加入契約オプションを「すべての呼に対して自動的」に設定

してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。
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6.22　サブアドレス

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

７．動的記述

本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｂと図７－２／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｂ

に示す。

注）本文３．２．２参照

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｂ　課金情報－通信中の累計情報

(ITU-T　I.256.2b)

通信中

NO

YES

課金情報通知

に加入契約？

課金情報（小計）

料金加算、または
設定時間の経過の
どちらか遅い方（注）

通信中
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図７－２／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｂ　課金情報－呼切断時の累計情報

(ITU-T　I.256.2b)

通信中

課金情報通知

に加入契約？

課金情報（合計）

ありの呼切断

NO

YES

空　き

ユーザまたは網

の呼切断要求

課金情報なしの

呼切断
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〔Ⅱ〕－ｃ　呼終了時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｅ）

１．定　義

呼終了時の課金情報通知サービス（ＡＯＣ－Ｅ）は、呼終了時の課金記録情報をユーザに提供するサー

ビスである。

２．解　説

ＡＯＣ－Ｅサービスは、基本アクセスと一次群アクセスとに適用される。

ＡＯＣ－Ｅサービスは、サービス対象ユーザに対して、呼終了時の課金情報を提供する。これらの情報

は全ての呼に対して、または呼毎に通知される。その課金情報はサービス対象ユーザが加入している網の

課金に関する情報のみである。

2.1　課金情報の構成と内容

1)　課金情報の種別

－合計課金

この課金情報は呼が終了した時点で、その呼に対する課金記録がサービス対象ユーザに通知され

る。

注１）網によっては、他の付加サービスの利用により生じた課金情報を含めて通知する場合がある。

2)　課金記録

次の課金記録のうちどれか１つだけが適用される。

－度数の記録

この情報は、ある呼に対して発生した度数を示す。

付加情報としては次のものがある。

－度数（整数）

－オプション：度数単位の種別（注３参照）

注２）異なる種別の度数単位が適用される場合は、それぞれの度数単位毎にその度数が記録される。

－金額の記録

この情報は、ある呼に対して課金される金額を示す。

付加情報としては次のものがある。

－通貨識別子

－金額（整数と乗数（注４参照））

－無料

この情報は、その呼に対して、サービス対象ユーザが課金されないことを示す。

－利用不可

この情報は、この課金記録が利用不可であることを示す。網は利用できない理由を通知する必要

はない。

注３）度数単位の種別は、１から１６までの間の整数で表される。各網提供者は、それらの数の使用

方法とその意味を明確にしなければならない。
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注４）乗数としては、次のどれかを使用する：０．００１，０．０１，０．１，１， １０，１００，

または１０００。

3)　課金識別子

次の課金識別子のうちどれか１つを適用する。

－通常課金

この課金識別子は、通常課金による課金であることを示す。

－着信課金

この課金識別子は、着信課金による課金であることを示す。

－クレジット・カード課金

この課金識別子は、クレジット・カード課金が適用されることを示す。

－無条件着信転送

この課金識別子は、無条件着信転送による課金であることを示す。

－ビジー時着信転送

この課金識別子は、ビジー時着信転送による課金であることを示す。

－無応答時着信転送

この課金識別子は、無応時着信転送による課金であることを示す。

－呼毎着信転送

この課金識別子は、呼毎着信転送による課金であることを示す。

－コールトランスファ

この課金識別子は、コールトランスファによる課金であることを示す。

2.2　課金情報の適用

課金情報は金額単位、または度数単位で通知される。

「合計課金」は度数単位または金額単位で、または「無料表示」または「利用不可」の値で与えられ、

サービス対象ユーザに通知される。その情報には呼の料金総額が含まれる。その情報は課金識別子を伴う。

「課金識別子」が指定されていない場合はデフォルト値を「通常課金」とする。

2.3　特殊用語

サービス対象ユーザ ：課金情報の提供を要求しているＩＳＤＮユーザ

ＡＯＣ－Ｅ ：呼終了時の課金情報通知

2.4　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

この付加サービスはすべての回線交換テレコミュニケーションサービスに適用される。
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３．手　順

3.1　サービス提供／取消

ＡＯＣ－Ｅサービスは加入申込みに基づいて提供されるか、または加入申込み無しで一般的に利用可能

である。ＡＯＣ－Ｅサービスには１つの加入契約オプションが提供され、１つの値のみが選択可能である。

加入契約オプション 値

サービスの活性 すべての呼に対し自動的に行う

呼毎に行う

サービスの取消は加入者の要求、またはサービス提供者の理由により行われる。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

ＡＯＣ－Ｅサービスの活性はすべての呼に対してサービス提供時に行われるが、呼毎に活性化を行うこ

とも可能である。呼毎の活性は呼を要求する際に行われる。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

網は呼が終了した時点で課金情報を提供する。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

適用されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

呼に関連する課金情報が利用不可の場合、その旨がサービス対象ユーザに通知される。

3.4　代替手順

規定されない。

４．課金のための網機能

課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

ＡＯＣ－Ｅサービスは、公衆または私設のＩＳＤＮ網間インタフェースを通じて提供される。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.2　コールトランスファ

呼が転送され、転送元ユーザが一方または両方の呼について課金される場合、網オプションとして、転

送された呼が終了した時点でその課金が転送元ユーザに通知される。
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6.3　接続先番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.8　会議通話

a)　会議主導者：

1)　空き状態からの会議通話サービスの起動：

会議主導者は、会議通話サービスの起動と同時にＡＯＣ－Ｅサービスを活性化することができる。

2)　通信中の呼からの会議通話サービスの起動：

ＡＯＣ－Ｅサービスが最初の呼に対して活性化されていた場合、その会議通話に対しても自動的

に活性化される。

ＡＯＣ－Ｅサービスが最初の呼に対して活性化されていない場合、会議主導者は会議通話サービ

スの起動と同時にＡＯＣ－Ｅサービスを活性化することができる。

3)　会議通話への呼の追加：

会議主導者と会議通話に参加していない会議参加予定者との間の呼に対しては、ＡＯＣ－Ｅサー

ビスの通常手順が適用される。ＡＯＣ－Ｅサービスが活性化された呼が会議に追加された場合、会

議に追加された時点で呼が終了したとして課金情報が通知される。

注１） 新たな会議参加者との通信で生じる課金は、会議に対する課金の一部と見なされる。

4)　１ユーザとのプライベート通信の設定：

この場合のプライベート通信は、会議主導者と個別ユーザとの間の新しい呼と見なされる。その

会議通話に対してＡＯＣ－Ｅサービスが活性化されている場合、プライベート通信が確立された時

に、新しい呼に対しても自動的に活性化される。

5)　会議の終了

会議が終了し、ＡＯＣ－Ｅサービスが会議に対して活性化されている場合、全ての課金が会議主

導者に通知される。ＡＯＣ－Ｅサービスが通信中の呼に対して活性化され、通信中の呼から会議通

話サービスが起動された場合、課金情報は最初の呼に対する課金を含んでいる。
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6)　会議上でのその他の動作

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

注２）網によっては、ＡＯＣ－Ｅサービスを会議通話サービスと共には提供していない場合がある。

または、情報の一部のみを提供する場合がある（例えば、会議通話サービスの課金がオフライ

ン処理による場合）。この場合、会議通話サービス起動中に、ＡＯＣ－Ｅサービスを活性化す

ると、ＡＯＣ－Ｅサービスの利用不可の表示が通知される。

b)　会議の参加者：

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼が転送され、その呼の転送された部分に対して転送元ユーザが課金される場合、

転送元ユーザには網オプションとして、その呼の終了時に課金情報が通知される。

6.10.2　無応答時着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼が転送され、その呼の転送された部分に対して転送元ユーザが課金される場合、

転送元ユーザには網オプションとして、その呼の終了時に課金情報が通知される。

6.10.3　無条件着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼が転送され、その呼の転送された部分に対して転送元ユーザが課金される場合、

転送元ユーザには網オプションとして、その呼の終了時に課金情報が通知される。

6.10.4　呼毎着信転送

最初の発信ユーザ ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

転送元ユーザ ：呼が転送され、その呼の転送された部分に対して転送元ユーザが課金される場合、

転送元ユーザには網オプションとして、その呼の終了時に課金情報が通知される。

6.11　代表

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.12　三者通話

三者通話サービスにおけるそれぞれのコネクションに対する課金：

ＡＯＣ－Ｅサービスが活性化された各呼の終了時に、各呼で生

じた課金情報がサービス対象ユ ーザに通知される。

三者通話サービスの利用に対する課金： 網オプションとして、課金情報がサービス対象ユーザに通知さ

れる。

注）ただし、網によっては課金情報を通知することができない場合がある。例えば課金のオフライン処

理による場合である。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.14　複数加入者番号

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保留

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

6.16.1　呼設定時の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16.2　通信中の課金情報通知

通信中の課金情報通知サービスとＡＯＣ－Ｅサービスの双方とも活性化された場合には、ＡＯＣ－Ｅ

サービスに関連した情報のみが、その呼の終了時に通知される。

6.16.3　呼終了時の課金情報通知

適用されない。

6.17　優先割り込み

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.18　優先

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.19　悪意呼通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.20　発信規制

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.21　着信課金

着信課金のケースａ、ｃおよびｄ ：着信ユーザには「着信課金」に設定された課金識別子を持つ課金情

報通知の情報が提供される。発信ユーザには「無料」表示が通知さ

れる。

着信課金のケースｂ ：発信ユーザまたは着信ユーザにはその呼の中で実際にそれぞれの

ユーザに課金された部分に関する課金情報通知が提供される。着信

ユーザはまた「着信課金」の課金識別子も受信する。

注）課金情報通知の情報は、着信ユーザが加入契約オプションを「すべての呼に対して自動的」に設定

してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。

6.22　サブアドレス

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

７．動的記述

本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｃに示す。

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕－ｃ　呼終了時の課金情報

(ITU-T　I.256.2c)
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕）

［Ａ］

active call 通信中の呼

add-on supplementary service 会議通話サービス

administrative reasons サービス提供者の理由

advice of charge:charging information 通信中の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｄ）

during the call(AOC-D)

advice of charge:charging information 呼終了時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｅ）

at the end of the call(AOC-E)

advice of charge:charging information 呼設定時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｓ）

at call set-up time(AOC-S)

［Ｂ］

basic access 基本アクセス

basic communication 基本通信

billing identification 課金識別子

［Ｃ］

call attempt 発呼

call clearing 呼切断

call establishment 呼設定

call set-up 呼の設定

charge information 課金情報

charged items 課金項目

charging information 課金情報

charging rate 課金方法

charging unit(s) 度数単位

conferees 会議参加者

conference controller 会議主導者

connection コネクション

continuous charging 継続課金

cumulative charging information 累計課金情報

currency amount 金額

currency identifier 通貨識別子

currency unit(s) 金額単位

［Ｄ］

deflecting user 転送元ユーザ

duration rate 時間従量制

［Ｆ］

flat rate 定額制

flat rate(a fixed currency value per event) 定額制（１イベント毎に一定料金）

forwarding user 転送元ユーザ

free of charge 無料
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［Ｇ］

granularity 粒度

［Ｉ］

idle state 空き状態

［Ｎ］

network option 網オプション

normal charging 通常課金

not available 利用不可

［Ｏ］

off-line processing オフライン処理

on a subscription basis 加入申込みに基づいて

original calling user 最初の発信ユーザ

［Ｐ］

party ユーザ

potential conferees 会議参加予定者

price per time unit 単位時間あたりの料金

price per volume unit 単位通信量あたりの料金

primary rate access 一次群アクセス

private communication プライベート通信

［Ｒ］

recorded charges 課金記録

［Ｓ］

served user サービス対象ユーザ

special charging arrangement 特別課金契約

special charging code 特別課金コード

special service or operation of supplementary service 付加サービスの動作または特別サービス

specific rate 特殊課金制

sub total charges 小計課金

sub-units 付加情報

subscription option 加入契約オプション

［Ｔ］

time unit 単位時間

total charges 合計課金

［Ｕ］

unit charging 単位課金

［Ｖ］

volume rate 通信量制

volume unit 単位通信量
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［Ⅲ］　着信課金（ＲＥＶ）サービス

１．定義

着信課金は呼全体または呼の一部に対してサービス対象ユーザ（着信ユーザ）に課金するサービスであ

る。各種サービス利用に伴う課金のみが着信ユーザに課金される。

着信課金には４つのケースがある。

（ａ）発信ユーザが呼設定時に着信課金を要求する。

注）課金のオプションが通常課金か着信課金か決定されるまで発信ユーザは伝達能力を提供さ

れない。

（ｂ）発信ユーザまたは着信ユーザが呼の通信中フェーズでその呼の残り部分に対して着信課金を要

求する。

（ｃ）着信ユーザが呼の通信中フェーズでその呼全体に対して着信課金を要求する。

（ｄ）無条件着信課金。

２．解説

2.1　概要

ケースａ

この付加サービスでは、発信ユーザは呼毎に呼設定時に着信課金の要求ができ、着信ユーザはその着

信課金を受け入れるか拒否するかの選択ができる。

発信ユーザが着信課金を明示的に要求しない時は、発信ユーザは通常通り課金される。

このサービスを使用するためには、発端末が着信課金の要求機能を持つ必要がある。

ケースｂ

発信ユーザからの要求：

この付加サービスでは、発信ユーザは呼毎に呼の通信中フェーズでその呼の残り部分に対して着信課

金の要求ができる。着信ユーザはこの要求を受け入れるか拒否するかの選択ができる。

このサービスを使用するためには、発端末が着信課金の要求機能を持つ必要がある。

着信ユーザからの要求：

この付加サービスでは、着信ユーザは呼毎に呼の通信中フェーズでその呼の残り部分に対して着信課

金の要求ができる。

ケースｃ

この付加サービスでは、着信ユーザが呼切断以前に呼全体の着信課金を要求することができる。

着信ユーザが着信課金を明示的に要求しない時は、発信ユーザは通常通り課金される。

このサービスの場合、その呼全体に関する各種サービス利用に伴う課金は着信ユーザに対して行われ

る。

ケースｄ

この付加サービスでは、着信ユーザが全ての着呼、または、あらかじめ規定された一連の基本サービ

ス群での全ての着呼に対して着信ユーザに課金することができる。ユーザからの着信課金要求は必要と

しない。

2.2　特殊用語

なし。
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2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

このサービスは全てのテレコミュニケーションサービスに適用される。

３．手順

3.1　サービス提供／取消

ケースａ－ｄの一つを提供するか、または、それ以上を提供するかは網のオプションである。

このサービスは着信ユーザに適用されるものなので発信ユーザはこのサービスに加入する必要はない。

このサービスは以下の加入契約オプションを提供する。

ｉ）　着信ユーザの加入。

ｉｉ）加入なし。これは着信課金が基本的なＩＳＤＮサービスを構成することを意味する。

呼毎の着信課金や無条件着信課金は以下の条件のもとで実行される。

ａ）呼毎の着信課金（ケースａ－ｃ）ではオプションｉ），ｉｉ）の選択は網依存である。

ｂ）無条件着信課金（ケースｄ）ではオプションｉ）のみが提供される。なぜならばこのケースでは着

信ユーザは着信課金を拒否することができない。

無条件着信課金の場合には加入契約オプションとして、本サービスは全ての基本サービスに対して提供

されるか、または、一連の基本サービス群に対して提供される。網提供者の選択により、このサービスは

ＩＳＤＮ番号体系に基づいて提供される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

着信課金付加サービスはサービス提供者により、サービス提供時に活性化されサービス取消時に非活性

化される。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

ケースａ

発信ユーザは着信課金要求情報を呼設定要求とともに網に送出する。網はこの情報を順次着信ユーザ

に送出する。そして着信ユーザは着信課金を受け入れるか拒否するかを決定する。

注）着信ユーザは着信課金を受け入れるか拒否するかの決定に他の付加サービス（例えば発信者番号通

知やユーザ・ユーザ情報転送）を使用することができる。

Ⅰ．着信課金の受け入れ

着信ユーザが着信課金受け入れで応答すると網は着信ユーザへの課金を開始する。網は発信ユーザに

着信課金が受け入れられた事を通知し、呼を継続する。

着信課金ケースｄへの呼において、ケースａの着信課金要求はケースｄの動作に影響を与えない。こ

の場合発信ユーザは着信課金が行われていることを通知される。

Ⅱ．着信課金の拒否

着信ユーザが着信課金拒否で応答すると網は呼が拒否されたことを示す表示を用いて発信ユーザに通

知し呼を切断する。

Ⅲ．要求の無視

着信ユーザが着信課金要求を無視するが着呼としては受け付けようとすると着信ユーザは着信課金要

求を拒否したものとみなされ、網は呼が無視されたことを示す表示を用いて発信ユーザに通知し呼は解

放される。
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ケースｂ

発信ユーザからの要求：

発信ユーザは呼が存在する間に着信課金要求情報を網に送出する。網は順次この情報を着信ユーザに

送出する。そして着信ユーザは着信課金を受け入れるか拒否するかを決定する。

Ⅰ．着信課金の受け入れ

着信ユーザが着信課金受け入れで応答すると網は即時に着信ユーザへの課金を開始する。網はまた発

信ユーザに着信課金が受け入れられた事も通知し発信ユーザへの課金を停止し呼を継続する。

Ⅱ．着信課金の拒否

着信ユーザが着信課金拒否で応答すると網は拒否表示を用いて発信ユーザに通知する。既存呼は何の

影響も受けずにそのまま残り発信ユーザが引き続き課金される。

Ⅲ．要求の無視

着信ユーザが着信課金要求を無視し着信ユーザからの応答監視タイマが満了すると、網は呼が無視さ

れたことを示す表示を用いて発信ユーザに通知する。既存呼は何の影響も受けずにそのまま残り発信

ユーザが引き続き課金される。（応答監視タイマのガイドラインは１５秒）

着信ユーザからの要求：

着信ユーザは呼が存在する間に着信課金要求を網に送出する。網は即時に着信ユーザへの課金を開始

する。網はまた発信ユーザへの課金を停止し、発信ユーザへ通知し着信ユーザに確認する。

ケースｃ

着信ユーザは着信課金要求を呼が終了する以前に送出する。網はその呼全体に対する各種サービス利

用に対して着信ユーザに課金を順次行い、発信ユーザへ通知し着信ユーザに確認する。

ケースｄ

このサービスに加入しているユーザに着呼する時に、網は着信ユーザに通知するために着信課金情報

を含んだ呼設定メッセージを送出する。着信ユーザが呼を受け入れると網は呼を接続し着信ユーザへの

課金を開始する。網はまた発信ユーザへも通知する。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

適用されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

与えられた接続の中ではこの付加サービスはただ一度だけ使用することができる。それ以上の要求は網

によって拒否される。（６．２１を参照）

着信ユーザがこのサービスに加入していないと、着信課金を要求したユーザはその旨を通知される。網

は３．２．２の拒否ケースに従って動作する。

3.4　代替手順

規定されない。

４．課金のための網機能

課金原則は、この標準の範囲外である。
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５．相互接続での要求条件

このサービスはＩＳＤＮ間の相互接続網インタフェース上でも提供される。発信ユーザもしくは着信

ユーザがＩＳＤＮ内に存在しない場合には、相互接続状況が存在する。

発信ユーザがＩＳＤＮ内に存在しない場合：

ケースａの要求（発信ユーザの要求に基づく着信課金）に対して発信ユーザの網内の手順が適用され

る。ＰＳＴＮはケースｂまたはケースｃと同様のサービスを提供していない。着信課金ケースｄは発信

ユーザの網が着信課金を提供できる場合のみに行われる。

着信ユーザがＩＳＤＮ内に存在しない場合：

ケースａのみが考慮の対象である。ケースａでは発信ユーザは相互接続状況を通知される。他の網内

で着信課金呼を開始する手順を使用することができる。このケースでは呼は継続される。そうした手順

が可能でなければ要求を拒否する手順が適用される（３．２．２参照）。ＰＳＴＮはケースｂ，ｃまた

はケースｄと同様のサービスを提供していない。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.2　コールトランスファ

転送要求以前

シングルステップ・コールトランスファでは着信課金ケースｂ，ｃは第２のレグ（Ａ－Ｃ）には適用

されないという一つの例外を除いては、最初の呼（Ａ－Ｂ）も第２の呼（Ａ－Ｃ）も全ての着信課金の

モードに相互作用を与えない。

転送後

網は発信ユーザからのいかなるケースｂの要求も拒否する。課金がレグ毎に行われるならば呼のレグ

上の着信ユーザはケースｂまたはｃの要求が可能である。

6.3　接続先番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.8　会議通話

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。（着信課金はそれぞれ

の呼に独立に適用する。）

注）会議通話付加サービスを使用することによる課金は着信課金の影響を受けない。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

ユーザＡ、ＢおよびＣが全て異なる網に加入している場合、Ｃに対して全ての課金を行う着信課金は許

可されない。

着信転送された呼の課金は各レグ単位に行われるため、着信課金は要求を受けたレグにおいてのみ行わ

れる。

発信ユーザからの着信課金ケースｂ要求は、着信転送された呼については常に拒否される。

着信ユーザの要求する着信課金ケースｂ、および着信課金ケースｃは最後のレグにおいてのみ要求可能

である。

着信課金ケースａおよびｄに関して、以下の制限が適用される。

１）レグＡ－Ｂ1 において、ユーザＢ1 が着信課金ケースｄに加入している場合のみ着信課金は実施され

る。ユーザＡは着信課金ケースａを要求していてもしていなくてもよい。

２）レグＢm－Ｂm+1 において、ユーザＢm+1 が着信課金ケースｄに加入している場合のみ着信課金は

実施される。ユーザＢm は呼毎着信転送の要求とともに着信課金ケースａを要求していてもしてい

なくてもよい。

注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢm は出接レグにおいて着信課金を要求することはで

きない。

３）レグＢn－Ｃにおいて、以下が適用される。

－ユーザＣが着信課金ケースｄに加入している場合、着信課金は常に実施される。ユーザＢn は呼毎

着信転送の要求とともに着信課金ケースａを要求していてもしていなくてもよい。

注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢn は出接レグにおいて着信課金を要求することはでき

ない。

－ユーザＣが着信課金ケースｄに加入していない場合、ユーザＢn が呼毎着信転送の要求とともに着

信課金ケースａを要求し、ユーザＣが呼接続時に着信課金要求を受け入れる場合のみ着信課金は実

施される。

6.10.1　ビジー時着信転送

６．１０を参照。

6.10.2　無応答時着信転送

６．１０を参照。

6.10.3　無条件着信転送

６．１０を参照。
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6.10.4　呼毎着信転送

６．１０を参照。

6.11　代表

着信課金サービスに代表番号で加入する場合は、着信課金は代表番号での呼に適用する。

6.12　三者通話

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。（着信課金はそれぞれ

の呼に独立に適用する。）

注）三者通話付加サービスを使用することによる課金は着信課金の影響を受けない。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

着信課金ケースａ ：着信課金が受け入れられた場合、ＵＵＩは着信ユーザに課金される。着信課金要求

が拒否された場合には、課金はユーザ・ユーザ情報転送付加サービスに従って行わ

れる。

着信課金ケースｂ ：着信課金が受け入れられる以前にはＵＵＩは通常の課金原則に基づいて課金される。

着信課金が受け入れられるとＵＵＩは着信ユーザに課金される。

着信課金ケースｃ ：ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

着信課金ケースｄ ：ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

6.14　複数加入者番号

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保留

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.16　課金情報通知（ＡＯＣ）

－呼設定時の課金情報通知

着信課金ケースａおよびｄ ：着信課金が呼設定時に着信ユーザに受け入れられた場合、この呼に関す

る課金情報通知は着信ユーザに与えられる。発信ユーザには「無料」表

示が与えられる。

着信課金ケースｂおよびｃ ：着信課金が呼の通信中フェーズで着信ユーザに受け入れられた場合、着

信課金が受け入れられた後では課金率の変更通知は着信ユーザに与えら

れる。発信ユーザには着信ユーザが着信課金を受け入れた時に「無料」

表示が与えられる。

注１）着信課金ケースｃの場合、着信ユーザは着信課金を受け入れる以前の呼に適用された課金率を通

知されない。

注２）ＡＯＣ情報は着信ユーザが加入契約オプションを「全ての呼に対して自動的（に課金情報通知を

行う）」に設定してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。

－通信中での課金情報通知

着信課金ケースａおよびｄ：着信課金が着信ユーザに受け入れられた場合、この呼に関する課金情報通知

は着信ユーザに与えられる。発信ユーザには「無料」表示が与えられる。

着信課金ケースｂ ：着信課金が着信ユーザに受け入れられた場合、その呼の残り部分に関する課

金情報通知は着信ユーザに与えられる。

着信課金ケースｃ ：着信ユーザに着信課金が受け入れられる以前の課金情報を着信ユーザへ送出

することができない場合には、着信課金が受け入れられた時に通信中での課

金情報通知付加サービスは適用できない旨の表示が着信ユーザに与えられる。

注）ＡＯＣ情報は着信ユーザが加入契約オプションを「全ての呼に対して自動的（に課金情報通知を行

う）」に設定してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。

－呼終了時の課金情報通知

着信課金ケースａ、ｃおよびｄ ：着信ユーザは「着信課金」に設定された課金識別子を持つＡＯＣ情

報を受信する。発信ユーザには「無料」表示が与えられる。

着信課金ケースｂ ：発信ユーザまたは着信ユーザにはその呼の中で実際にそれぞれの

ユーザに課金された部分に関する課金情報通知が与えられる。着信

ユーザはまた「着信課金」の課金識別子も受信する。

注）ＡＯＣ情報は着信ユーザが加入契約オプションを「全ての呼に対して自動的（に課金情報通知を行

う）」に設定してサービスを活性化した時のみ着信ユーザに提供される。

6.17　優先割り込み

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.18　優先

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.19　悪意呼通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.20　発信規制

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.21　着信課金

１つの接続でこの付加サービスの使用はただ１回のみ許容される。すなわち、着信課金の１つのモード

が使用されると他の着信課金要求モードは網によって拒否される。最初の着信課金要求が受け入れられな

い場合は発信ユーザまたは着信ユーザの一方が同一のまたは別の着信課金要求をすることができる。

6.22　サブアドレス

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

７．動的記述

本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５６［Ⅲ］に示す。
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図７―１／ＪＴ－１２５６〔Ⅲ〕　着信課金サービスのＳＤＬ図（１／２）
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図７―１／ＪＴ－１２５６〔Ⅲ〕　着信課金サービスのＳＤＬ図（２／２）
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５６）

［Ａ］

active phase 通信中フェーズ

［Ｂ］

billing identification 課金識別子

［Ｃ］

called user 着信ユーザ

calling user 発信ユーザ

charging rate 課金率

connect 応答

［Ｄ］

deflection request 呼毎着信転送の要求

during one connection １つの接続で

［Ｅ］

existing call 既存呼

［Ｆ］

free of charge 無料

［Ｉ］

incoming call 着呼

indication 表示

ISDN number basis ＩＳＤＮ番号体系

［Ｌ］

leg レグ

［Ｎ］

network provider 網提供者

［Ｏ］

outgoing leg 出接レグ

［Ｐ］

party ユーザ

PSTN PSTN

［Ｒ］

respond 応答する

［Ｓ］

served user サービス対象ユーザ

service provider サービス提供者

Single-step Call Transfer シングルステップ・コールトランスファ

［Ｕ］

unconditional reverse charging 無条件着信課金
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